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広報　常陸大宮　　　　平成２４年３月号２

　

平
成　

年
３
月　

日
午
後
２
時　

分
、

２３

１１

４６

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
９�
０
を
記
録
す
る
地

震
が
東
北
地
方
太
平
洋
沖
で
発
生
。
常
陸

大
宮
市
で
は
震
度
６
強
が
観
測
さ
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
地
震
に
よ
り
、
関
東
・
東
北
地
方

で
は
電
気
・
水
道
な
ど
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

が
寸
断
さ
れ
、
電
話
が
つ
な
が
ら
な
い
、

津
波
が
発
生
す
る
な
ど
し
、
甚
大
な
被
害

を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　

市
内
で
は
、
幸
い
に
も
死
者
は
い
な

か
っ
た
も
の
の
、
地
割
れ
、
陥
没
、
土
砂

崩
れ
が
各
地
域
で
見
ら
れ
通
行
に
支
障
を

来
た
し
ま
し
た
。
ま
た
建
造
物
に
至
っ
て

は
、
塀
や
屋
根
瓦
が
崩
れ
落
ち
、
文
化
財

が
倒
壊
し
た
り
、
公
共
施
設
の
天
井
が
崩

落
し
た
り
す
る
な
ど
、
多
く
の
建
物
が
損

壊
し
ま
し
た
。

　

震
災
直
後
か
ら
、
災
害
協
定
を
結
ん
で

い
る
東
京
都
豊
島
区
や
、
豊
島
区
と
災
害

協
定
を
結
ん
で
い
る
埼
玉
県
三
芳
町
、
岐

阜
県
関
市
ほ
か
市
内
の
店
舗
等
か
ら
も
救

援
物
資
が
届
け
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、

大
阪
市
か
ら
は
災
害
医
療
派
遣
チ
ー
ム
が

医
療
支
援
の
た
め
に
、
埼
玉
県
大
宮
駐
屯

地
と
山
梨
県
北
富
士
駐
屯
地
の
自
衛
隊
が

炊
き
出
し
、
給
水
、
物
資
輸
送
の
支
援
の

た
め
に
か
け
つ
け
て
く
れ
る
な
ど
、
た
く

さ
ん
の
方
に
支
え
ら
れ
て
窮
地
を
乗
り
超

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
多
く

の
義
援
金
等
も
お
寄
せ
い
た
だ
き
、
そ
の

総
数
・
総
額
は
３
月
１
日
現
在
で
、
４
２

８
件
、
２
５
７
６
万
６
１
２
４
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

震
災
後
、
被
害
を
受
け
た
公
共
施
設
等

の
中
に
は
、
補
強
工
事
等
が
完
了
し
使
用

を
再
開
し
た
施
設
等
も
あ
り
ま
す
が
、
使

用
で
き
な
い
公
共
施
設
等
が
多
く
あ
る
の

が
現
状
で
す
。
市
で
は
こ
れ
か
ら
も
、
復

旧
そ
し
て
復
興
の
た
め
の
事
業
を
最
優
先

し
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成　

年
度
か
ら
平
成　

年
度

２４

２８

ま
で
の
５
年
間
を
計
画
期
間
と
す
る
「
常

陸
大
宮
市
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
」に
、

東
日
本
大
震
災
や
福
島
第
一
原
発
事
故
の

経
験
を
踏
ま
え
「
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ

く
り
」
を
重
点
事
項
の
一
つ
と
し
て
盛
り

込
み
ま
し
た
。

　

具
体
的
に
は
、
平
成　

年
に
策
定
し
た

１８

地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

そ
し
て
、
毎
年
実
施
し
て
い
る
総
合
防
災

訓
練
の
内
容
を
充
実
さ
せ
、
自
主
防
災
組

織
を
育
成
す
る
等
災
害
対
応
力
の
強
化
を

図
り
ま
す
。
ま
た
、
緊
急
時
の
給
水
ル
ー

ト
の
確
保
や
井
戸
水
の
活
用
を
検
討
し
、
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広報　常陸大宮　　　　平成２４年３月号３

災
害
時
に
も
有
効
な
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ

ム
な
ど
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
推
進
し
ま

す
。
さ
ら
に
、
災
害
時
に
援
護
が
必
要
な

方
が
避
難
で
き
る
福
祉
避
難
所
な
ど
を
設

置
し
、
災
害
弱
者
に
対
応
で
き
る
体
制
を

整
え
防
災
施
設
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

　

電
気
と
水
道
が
止
ま
り
、
食
料
の
供
給

が
滞
り
、
ガ
ソ
リ
ン
が
不
足
し
た
…

　

そ
れ
ま
で
当
た
り
前
だ
っ
た
生
活
が
、

地
震
発
生
を
境
に
一
変
し
ま
し
た
。
そ
の

よ
う
な
状
況
の
な
か
、
当
た
り
前
の
生
活

が
で
き
る
こ
と
の
あ
り
が
た
さ
を
再
認
識

し
た
方
も
多
か
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

あ
の
日
か
ら
１
年
。
あ
の
時
感
じ
た
こ
と

を
忘
れ
て
し
ま
っ
て
は
い
ま
せ
ん
か
？
そ

し
て
あ
の
時
、
誓
っ
た
災
害
へ
の
備
え
、

忘
れ
て
し
ま
っ
て
は
い
ま
せ
ん
か
？

　

平
穏
な
生
活
が
で
き
る
今
の
状
況
に
感

謝
し
つ
つ
、
あ
の
時
何
に
困
っ
た
か
、
何

が
必
要
だ
っ
た
か
、
も
う
一
度
思
い
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　

災
害
は
い
つ
起
き
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。

　

災
害
に
備
え
ま
し
ょ
う
。
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ご存知ですかご存知ですか？ご存知ですか？
　地震発生時、回線が混雑しつながりにくくなり、
連絡したい相手に電話がつながらず困ったり、不
安になったりした方が多かったことと思います。
　「家族が無事か確認したい」
　「職場に自分が無事でいることを知らせたい」
　そんな時…

��������　NTTの一般電話、公衆電話、携帯電話、PHS
��������　１伝言３０秒以内
�� � � � �　１電話番号あたり１～１０伝言
�������　２日間（４８時間：自動消法）
��������

　　�　�　�　� 　�

　ガイダンスのあとに、自宅の電話番号等連絡を取りたい方の電話番号をダイヤルしてください。

　　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�
��������

　　�　�　�　� 　�

　ガイダンスのあとに、自宅の電話番号等連絡を取りたい方の電話番号をダイヤルしてください。

　　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�

　地震などの災害の発生により、被災地への通信が
増加し、つながりにくい状況になった場合に提供が
開始される声の伝言板です。事前契約は不要です。
　毎月１日と１５日には体験利用ができます。
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広報　常陸大宮　　　　平成２４年３月号４

　

地
方
分
権
社
会
の
到
来
、
高
度
化
・
多

様
化
す
る
市
民
ニ
ー
ズ
、
定
員
適
正
化
計

画
に
基
づ
く
職
員
数
の
削
減
、
さ
ら
に
は

危
機
管
理
体
制
の
強
化
等
、
緊
急
の
課
題

に
対
し
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
招
く

こ
と
な
く
、
迅
速
か
つ
柔
軟
な
政
策
目
標

の
実
現
の
た
め
、
次
の
基
本
方
針
に
基
づ

き
組
織
機
構
の
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。

�
　

政
策
目
標
を
実
現
す
る
た
め
の
組
織

づ
く
り

　

組
織
は
、
政
策
目
標
を
達
成
す
る

た
め
の
重
要
な
ツ
ー
ル
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
政
策
目
標
の
達
成
に
向
け
て

効
率
的
・
効
果
的
な
組
織
づ
く
り
を

進
め
ま
す
。

４
月
１
日
か
ら

４
月
１
日
か
ら

市
役
所
の
組
織
・
機
構
が
変
わ
り
ま
す

市
役
所
の
組
織
・
機
構
が
変
わ
り
ま
す

市
役
所
の
組
織
・
機
構
が
変
わ
り
ま
す

�
　

簡
素
で
効
率
的
な
組
織
づ
く
り

　

職
員
を
適
材
適
所
に
配
置
す
る
と

と
も
に
、
定
員
適
正
化
計
画
の
推
進

を
図
り
、
限
ら
れ
た
人
員
で
最
大
の

効
果
を
発
揮
で
き
る
組
織
づ
く
り
を

進
め
ま
す
。

�
　

安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た

組
織
づ
く
り

　

東
日
本
大
震
災
等
を
踏
ま
え
、
危

機
管
理
体
制
の
強
化
等
緊
急
課
題
に

迅
速
に
対
応
し
、
市
民
が
安
全
で
安

心
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る

組
織
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。
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　迅速で的確な情報発信を行い、行政の広報・広聴機能の充
実強化を図るため、総務課の秘書広聴室の業務と企画課の広
報業務を統合し、政策審議室内に新設します。
 
�����

　政策調整機能の強化及び重要施策等を効果的・効率的に推
進するため、政策審議室内に新設します。
 
�������	
�

　東日本大震災の経験を踏まえ、新たな行政課題や安心・安
全なまちづくりに係る施策を総合的かつ機動的に展開し、関
係部署、機関等と連携した危機管理体制の確立を図るため、
市民部内に新設します。
 
�������	

　地域振興・活性化の拠点施設として「道の駅」の整備を推
進するため、商工観光課内に新設します。
 
�����

　危機発生時に市長を補佐し、迅速かつ的確に処理する役割
を担い、さらに危機管理情報の一元的な収集・発信など全庁
的な危機管理体制の充実・強化を図ります。
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　業務を政策審議室及び総務部総務課等に移管します。
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　歳入・歳出の両面から財政の健全化を推進するため、市民
部から総務部へ移管します。
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　外国人の方の登録等の窓口が本庁市民課のみとなりま
す。なお、外国人登録記載事項証明書の発行は、これま
でどおり各総合支所市民福祉課でも行います。



広報　常陸大宮　　　　平成２４年３月号５

2 階

1 階

4 階

3 階
パスポート窓口

庁議室

市長室
副市長室

秘書
広聴課

秘書広聴課

教育長室

行政
委員会室

正面（南側）玄関

消費生活センター
議　場

委員会室1

議員控室

議会事務局

正・副議長室

傍聴人ロビー

委員会室2

議会会議室

傍聴席 吹抜

相談室3

総合
案内

エントランス
ホール

会計課

EV

北側玄関

赤ちゃん
の駅

救護室

相談室1

相談室2

EV

EV

EV

EV

EV

EV

EV

会議室
204

会議室
301

会議室
302

多目的室

会議室203

会議室 202

会議室 201

トイレトイレトイレトイレトイレトイレ

トイレトイレトイレ

トイレトイレトイレ

指定
金融機関

市民課

安全まちづくり推進課

環境課

市民協働課

企画政策課

総務課

財政課

学校教育課

教育総務課

生涯学習課

農業委員会事務局

商工観光課

農林課

税務徴収課

都市建設課

介護高齢課

医療保険課

福祉課

す
ぐ
対
応
課

警
備
員
室

中
央
監
視
室

本庁舎各課配置について



広報　常陸大宮　　　　平成２４年３月号６

　

市

長

市　
　
　

長

副

市

長

副　

市　

長

※Ｇはグループ
★は新設の部署

【危機管理監】

★秘書広聴・広報Ｇ

★企画政策Ｇ

すぐ対応Ｇ

庶務法制Ｇ　職員Ｇ　情報・統計Ｇ
行政改革推進室（Ｇ）
財政Ｇ　契約検査Ｇ　管財Ｇ

市民税Ｇ　資産税Ｇ　徴収対策Ｇ

市民Ｇ

市民協働Ｇ　地域づくり支援Ｇ

環境推進Ｇ

★安全まちづくり推進Ｇ

社会福祉Ｇ　保護Ｇ
子育て支援室（子ども福祉Ｇ）
大賀保育所　山方保育所　美和保育所
介護・高齢者福祉Ｇ

医療保険Ｇ

健康推進Ｇ

農林畜産振興Ｇ　農林整備Ｇ
市営牧場
商工観光Ｇ
企業誘致推進室（Ｇ）
★道の駅整備推進室（Ｇ）
都市整備Ｇ　管理Ｇ　道路河川Ｇ

庶務第一Ｇ　業務第一Ｇ（上水道）
庶務第二Ｇ　業務第二Ｇ（簡易水道）
庶務Ｇ　公共下水道Ｇ

　政策審議室　

　総　 務　 部　

　市　 民　 部　

　保健福祉部　

 

　経済建設部　

 

　上下水道部　

　秘書広聴課　

　企画政策課　

　すぐ対応課　

　総　務　課　

　財　政　課　

　税務徴収課　

　市　民　課　

　市民協働課　

　環　境　課　

　安全まちづくり推進課　

　福　祉　課　
 

　介護高齢課　

　医療保険課　

　健康推進課　

　農　林　課　

　商工観光課　
 

　都市建設課　

　水　道　課　

　下 水 道 課　

平成��年度 常陸大宮市行政組織�機構図平成��年度�常陸大宮市行政組織�機構図
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広報　常陸大宮　　　　平成２４年３月号７

 

 

　

消
防
本
部　

　山方総合支所　

　

　美和総合支所　

　緒川総合支所　

　御前山総合支所　

　会計管理者　

　消　 防　 長　

　議会事務局　

　教育委員会事務局　

　監査委員事務局　

　農業委員会事務局　

　議　　　会　

　教育委員会　

　教　　育　　長　

　監 査 委 員　

　農業委員会　

市民Ｇ　福祉健康Ｇ

農林商工Ｇ　建設・上下水道Ｇ

市民Ｇ　福祉健康Ｇ

農林商工Ｇ　建設・上下水道Ｇ

市民Ｇ　福祉健康Ｇ

農林商工Ｇ　建設・上下水道Ｇ

市民Ｇ　福祉健康Ｇ

農林商工Ｇ　建設・上下水道Ｇ

出納Ｇ
山方・美和・緒川・御前山会計課分室

庶務Ｇ　地域消防Ｇ

警防Ｇ

予防Ｇ

庶務Ｇ　警防Ｇ　救急Ｇ　通信Ｇ　予防Ｇ

庶務Ｇ　警防・救急Ｇ　予防Ｇ

庶務・議事Ｇ

教育総務Ｇ
学校適正配置推進室（Ｇ）

学務Ｇ　★施設Ｇ
指導室
幼稚園・小学校・中学校・給食センター

生涯学習Ｇ　スポーツ推進Ｇ
　　山方事務所（生涯学習Ｇ）
　　美和事務所（生涯学習Ｇ）
　　緒川事務所（生涯学習Ｇ）
　　御前山事務所（生涯学習Ｇ）
文化センター（管理・サービスＧ）
図書情報館（管理・サービスＧ）
歴史民俗資料館（歴史民俗Ｇ）
公民館（各事務所兼務）

監査Ｇ

農地農政Ｇ

　市民福祉課　

　経済建設課　　
　　　市民相談室　　
　市民福祉課　

　経済建設課　　
　　　市民相談室　　
　市民福祉課　

　経済建設課　　
　　　市民相談室　　
　市民福祉課　

　経済建設課　　
　　　市民相談室　　
　会　計　課　

　総　務　課　

　警　防　課　

　予　防　課　

　東 消 防 署　

　西 消 防 署　

　教育総務課　

　学校教育課　

　生涯学習課　

＝



広報　常陸大宮　　　　平成２４年３月号８
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広報　常陸大宮　　　　平成２４年３月号９

　

２
月　

日
、
緒
川
中
学
校
を
会
場
に
、

２６

市
内
の
防
災
関
係
機
関
、
消
防
団
員
、
学

校
及
び
地
域
住
民
等
合
わ
せ
て
約
６
２
０

人
が
参
加
し
、
防
災
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま

し
た
。

　

訓
練
は
、
東
日
本
大
震
災
と
同
規
模
の

震
度
６
強
の
地
震
が
観
測
さ
れ
た
と
の
想

定
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
回
は
、
災
害
対
策
本
部
を
設

置
し
て
の
状
況
報
告
等
の
訓
練
も
本
番
さ

な
が
ら
に
行
わ
れ
た
ほ
か
、
平
成　

年
７

２３

月
に
災
害
時
の
情
報
通
信
に
関
す
る
協
定

を
結
ん
だ
常
陸
大
宮
市
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線

ク
ラ
ブ
も
参
加
し
、
情
報
収
集
と
伝
達
等

の
訓
練
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

災
害
に
備
え
て
防
災
訓
練
実
施

　

茨
城
県
公
共
交
通
活
性
化
会
議
主
催
の

「
ノ
ー
マ
イ
ー
カ
ー
デ
ー
い
ば
ら
き
」
が
、

県
内
の
企
業
、
団
体
、
官
公
庁
等
へ
の
通

勤
者
を
対
象
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
役
所
で
は
県
内
一
斉
取
り
組
み
日
の

２
月　

日
に
実
施
。
日
頃
、
車
で
通
勤
し

１０

て
い
る
職
員
５
１
３
人
の
う
ち
１
３
３
人

が
、
徒
歩
や
自
転
車
、
公
共
交
通
機
関
の

利
用
に
転
換
す
る
な
ど
し
て
出
勤
し
ま
し

た
。
ま
た
、
三
次
市
長
も
Ｊ
Ｒ
水
郡
線
を

利
用
し
常
陸
大
宮
駅
で
下
車
。
駅
か
ら
は

徒
歩
に
よ
り
登
庁
し
ま
し
た
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
、
公
共
交
通
機
関
の

利
用
促
進
と
地
球
温
暖
化
対
策
の
一
環
と

し
て
、
毎
年
２
月
に
実
施
さ
れ
て
い
る
も

の
で
、
公
共
交
通
機
関
の
維
持
確
保
や
地

球
温
暖
化
の
問
題
に
つ
い
て
考
え
る
き
っ

か
け
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ノ
ー
マ
イ
カ
ー
で

　
　
　

地
球
に
や
さ
し
く

　

２
月　

日
、
緒
川
総
合
セ
ン
タ
ー
文
化

１８

ホ
ー
ル
で
市
内
の
中
学
校
７
校
と
高
等

学
校
２
校
が
参
加
し
、
第
４
回
と
な
る

「M
usic

Festival

〜
音
楽
万
歳
〜
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

音
楽
万
歳
！

　

参
加
者
は
、
地
震
後
初
め
て
の
防
災
訓

練
と
あ
っ
て
、
真
剣
な
面
持
ち
で
救
助
訓

練
や
初
期
消
火
訓
練
に
取
り
組
ん
で
い
ま

し
た
。

　

演
奏
会
は
２
部
構
成
で
行
わ
れ
、
第
１

部
は
中
学
校
と
高
等
学
校
の
各
吹
奏
楽
部

の
演
奏
と
中
学
校
の
合
唱
、
第
２
部
は
中

学
校
に
よ
る
合
同
演
奏
及
び
合
唱
奏
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

中
高
生
の
心
を
一
つ
に
し
た
演
奏
に
、

会
場
か
ら
は
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
て
い

ま
し
た
。

▲緒川中学校２年生による合唱

▲下敷きになった人の救助を体験
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▲本庁の赤ちゃんの駅

▲この案内板が目印



広報　常陸大宮　　　　平成２４年３月号１０

　

３
月
は
、
一
年
の
中
で
最
も
自
殺
者
が

多
く
な
る
こ
と
か
ら
、
国
で
は
平
成　

年
２２

か
ら
毎
年
３
月
を
自
殺
対
策
強
化
月
間
と

し
、
重
点
的
に
広
報
・
啓
発
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

常
陸
大
宮
市
で
も
、
自
殺
予
防
の
取
り

組
み
と
し
て
、
２
月　

日
、
総
合
保
健
福

２９

祉
セ
ン
タ
ー
か
が
や
き
で
、
栗
田
病
院
の

高
橋
智
之
医
師
と
常
陸
大
宮
保
健
所
の
藤

田
由
紀
子
保
健
師
を
講
師
に
迎
え
、
心
の

健
康
づ
く
り
講
演
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

講
演
会
に
は
民
生
委
員
・
児
童
委
員
や

一
般
の
方
約　

人
が
参
加
。
う
つ
病
に
つ

６０

い
て
理
解
を
深
め
、
周
囲
の
適
切
な
対
応

が
重
要
な
こ
と
、
ま
た
、
自
分
自
身
や
身

近
な
人
の
心
の
サ
イ
ン
に
気
付
い
た
時
の

対
応
の
仕
方
を
学
び
ま
し
た
。

心
の
健
康
づ
く
り
講
演
会

　
�������	
��
�������	
��　

����������
　Nurse（慈しむ）、Enjoy（楽しむ）、
Study（学ぶ）、Tell（伝える）。頭文
字をとって、「ねすと～NEST～」。
今、若いお母さんたちを中心に広げ
ていこうと考えているネットワーク
の名前です。子育てのなかで大切に
していきたいキーワードをつなげま
した。
　親子は１０組あれば、１０通りの係わり方があります。
唯一無二の関係です。だからといって、子育ては特別
なことではなく、絶え間なく繰り返される日常そのも
のです。その日常の中に封じ込めてしまいがちな、小
さな悩みやストレスを、語り合い、笑い合い、学び合
うなかで、次の元気に変えていきたい。そんな思いを
胸に、子育て支援から生まれたサークルをつなぎ、ネッ
トワークを紡いでいこうと動き出しました。
　若いお父さんお母さんたちの力、どうぞ、ご期待く
ださい！
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～広報常陸大宮１・２月号に誤りがありました～　
１月号　Ｐ５　誤「賃借対照表」
　　　　　　→正「貸借対照表」　
２月号　Ｐ４　旭日双光章　河野洪勲さん
　　　　　　　誤「（鷲子　地方自治功労）」　
　　　　　　→正「（高部　地方自治功労）」　
お詫びして訂正します。



広報　常陸大宮　　　　平成２４年３月号１１

　大宮運動公園市民球場で、北京オリンピックソフトボール競技
で金メダルを獲得した上野由岐子投手と峰 幸  代 捕手を講師に迎

ゆき よ

え、トップアスリートクリニックが開催されました。
　デモンストレーションでは、市内の投手を代表して舟生ソフト
ボールクラブの小久保投手と大宮中女子ソフトボール部の小野瀬
投手の２人が峰捕手を相手に堂々としたピッチングを披露しました。
　また、球の握り方や構え方等の実技指導も行われ、金メダリス
トによる指導に、参加者は熱心に耳を傾けていました。

▲左から　峰捕手、上野投手

▲小久保投手 ▲実技指導の参加者は約３００人▲小野瀬投手

　市内ゴルフ場を会場に、約２，１００人が参加し、
常陸大宮クロスカントリー大会が開催されまし
た。当日は、冷たい雨が降り、滑りやすい悪コン
ディションでしたが、県内外からの出場者が、アッ
プダウンのあるコースを駆け抜けました。
　また、谷川真理さんがゲストランナーとして参
加。大串顕史さんも激励に訪れ大会を盛り上げま
した。▲小瀬高等学校の生徒が大会補助員として参加。

写真は、大会を音楽で支えた吹奏楽部の皆さん

▲１０００m、２０００m、３０００m、５０００mのコースが設けられました

▲東京国際女子マラソ
ン等で優勝し、ラン
ナーそしてタレント
として活躍中の谷川
真理さん

▲早稲田大学の選手と
して、平成２４年１月
の箱根駅伝に出場し
た大串 顕  史 さん

あき ふみ

トップアスリートクリニックトップアスリートクリニック4 日

2月

常陸大宮クロスカントリー大会常陸大宮クロスカントリー大会25日
2月

一般財団法人 常陸大宮市体育協会設立を記念して開催一般財団法人 常陸大宮市体育協会設立を記念して開催一般財団法人 常陸大宮市体育協会設立を記念して開催



広報　常陸大宮　　　　平成２４年３月号１２

受
診
だ
け
で

　

終
わ
ら
せ
な
い

受
診
だ
け
で

　

終
わ
ら
せ
な
い！

受
診
だ
け
で

　

終
わ
ら
せ
な
い

受
診
だ
け
で

　

終
わ
ら
せ
な
い！！

特
定
健
康
診
査
と
特
定
保
健
指
導

　

平
成　

年
度
の
全
国
の
国
民
健
康
保
険

２２

加
入
者
の
特
定
健
診
の
受
診
率
と
特
定
保

健
指
導
の
実
施
率
（
法
定
報
告
）
が
発
表

さ
れ
ま
し
た
。

　

茨
城
県
全
体
で
見
て
み
る
と
、
対
象
者

　

万
４
０
７
７
人
の
う
ち
受
診
し
た
方
は

５７
　

万
３
７
１
４
人
。
受
診
率
は　

％
、
順

１８

３２

位
は
全
国
で　

位
で
し
た
。
ま
た
、
受
診

２６

後
の
特
定
保
健
指
導
の
利
用
者
数
は
７
６

１
５
人
で
実
施
率
は　
 . 
９
％
、
順
位
は

２０

　

位
で
し
た
。

２４
　

そ
し
て
常
陸
大
宮
市
は
、
対
象
者
９
５

０
９
人
の
う
ち
４
８
５
６
人
が
特
定
健
康

診
査
を
受
診
し
、
茨
城
県
で
一
番
高
い
受

診
率
と
い
う
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
そ
の
後
の
特
定
保
健
指
導
の

実
施
率
を
見
て
み
る
と
、
６
４
０
人
の
対

象
者
の
う
ち
３
７
９
人
し
か
実
施
し
て
い

な
い
と
い
う
状
況
で
し
た
。

　

特
定
健
康
診
査
を
受
診
す
る
こ
と
は
も

ち
ろ
ん
大
切
で
す
が
、
受
診
に
よ
り
生
活

習
慣
病
の
発
症
リ
ス
ク
を
見
つ
け
た
後
、

特
定
保
健
指
導
を
利
用
し
て
生
活
習
慣
を

改
善
し
、
発
症
リ
ス
ク
を
軽
減
・
解
消
し

て
初
め
て
受
診
の
意
味
が
あ
り
ま
す
。 

�
�
�
�
�
�
�
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受診者数対象者数受診率市町村名順位

４，８５６人９，５０９人５１．１％常陸大宮市１

２，１７６人４，５１６人４８．２％城里町２

２，５８８人５，４８６人４７．２％東海村３

２，５８９人５，９２９人４３．７％境町４

２，２３７人５，１７１人４３．３％大子町５

１８３，７１４人５７４，０７７人３２．０％茨城県２６

��������	
��

終了者数対象者数実施率市町村名順位

２６８人３９２人６８．４％潮来市１

５３人８９人５９．６％五霞町２

３２７人６４０人５１．１％常陸大宮市３

２０４人４８６人４２．０％北茨城市４

３３４人８６２人３８．７％鹿嶋市５

６，４１３人３０，７２７人２０．９％茨城県２４

�������	
���
　 

特
定
保
健
指
導
利
用
の
有
無
に
よ
る

 

健
診
結
果
の
改
善
状
況 

　　

平
成　

年
度
に
特
定
保
健
指
導
の
対
象

２０

と
な
っ
た
方
の　

年
度
の
特
定
健
診
結
果

２１

の
改
善
状
況
を
、
特
定
保
健
指
導
を
利
用

し
た
場
合
と
し
な
か
っ
た
場
合
に
分
け
て

比
較
し
ま
し
た
。

　

す
る
と
、
特
定
保
健
指
導
を
利
用
し
た

方
の
方
が
改
善
率
は
高
く
、
男
女
別
に
見

て
も
同
様
の
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

平
成　

年
度
対
象
者
の　

年
度
の
改
善
率

２１

２２

を
比
較
し
た
場
合
も
、
特
定
保
健
指
導
を

利
用
し
た
方
の
方
が
、
利
用
し
な
か
っ
た
方

よ
り
改
善
率
は
高
い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
特
定
保
健
指
導
の
利

用
は
、
健
診
結
果
の
改
善
に
つ
な
が
る
こ

と
が
分
か
り
ま
す
。

　

特
定
健
康
診
査
・
特
定
保
健
指
導
を
利

用
し
、
高
血
圧
や
脂
質
異
常
症
、
糖
尿
病

な
ど
の
生
活
習
慣
病
の
発
症
や
重
症
化
の

予
防
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

保健指導
未利用者の改善率

保健指導
利用者の改善率

１２．００％２８．９０％男
平成２０・２１年度
健診連続受診者

１８．００％２７．３０％女

１５．００％２８．１０％全体

１８．６０％２２．８０％男
平成２１・２２年度
健診連続受診者

２０．００％２２．００％女

１９．３０％２２．４０％全体

�������	
����◎
デ
ー
タ
は　

茨
城
県
国
民
健
康
保
険
団
体
連

合
会
提
供
。

�
問
い
合
わ
せ�

　

健
康
推
進
課

〔
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー（
か
が
や
き
）内
〕

�
５
４－

７
１
２
１ ※服薬の開始によって改善された方を除く



広報　常陸大宮　　　　平成２４年３月号１３

　

９
月
号
か
ら
７
回
の
連
載
で
お
伝
え
し

て
き
た
、
泉
坂
下
遺
跡
よ
り
出
土
し
た
人

面
付
土
器�
い
ず
み�
の
修
復
と
レ
プ
リ

カ
作
成
の
工
程
も
、
今
回
が
最
終
回
。
皆

さ
ん
に
、
と
っ
て
お
き
の
お
知
ら
せ
と
と

も
に
ご
報
告
し
ま
す
。

　

本
物�
い
ず
み�
は
頭
部
と
胴
部
が

や
っ
と
接
合
。
す
き
間
に
補
強
の
た
め
エ

ポ
キ
シ
樹
脂
を
充 
填 
し
、
完
全
に
固
ま
る

て
ん

の
を
待
っ
て
、
他
の
充
填
し
た
部
分
と
同

様
に
補
刻
を
行
い
ま
し
た（
写
真
１
）。
引

き
続
き
行
っ
た
充
填
部
へ
の
補
彩
は
、
骨

董
品
な
ど
と
は
違
い
、
補
修
部
分
で
あ
る

こ
と
が
は
っ
き
り
と
分
か
る
よ
う
に
、
本

物
と
同
系
の
薄
い
色
を
用
い
ま
す
。
照
明

や
日
光
に
よ
る
色
あ
せ
を
避
け
る
た
め

に
、
塗
料
と
す
る
の
は
耐
光
性
に
優
れ
た

ア
ク
リ
ル
絵
の
具
。
本
物
を
汚
さ
な
い
よ

う
、細
筆
で
慎
重
に
彩
色
し
、�
い
ず
み�

の
修
復
は
完
了
し
ま
し
た
（
写
真
２
）。

　

ま
さ
に
「
こ
わ
れ
も
の
」
だ
っ
た
修
復

前
の
姿
か
ら
一
変
、�
い
ず
み�
は「
し
っ

か
り
も
の
」
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
文
化
財
の
修
復
は
、
単
に
「
し
っ

か
り
」「
が
っ
ち
り
」
で
は
い
け
ま
せ
ん
。

長
い
間
に
は
、
不
慮
の
災
害
に
よ
る
破
損

や
劣
化
等
に
よ
っ
て
再
び
修
復
す
る
可
能

性
も
あ
り
、
割
れ
口
を
強
化
す
る
た
め
に

塗
っ
た
樹
脂
や
接
着
剤
に
は
、
薬
剤
で
溶

か
す
こ
と
の
で
き
る
も
の
を
使
用
す
る
な

ど
、
将
来
を
見
据
え
た
処
置
が
施
さ
れ
て

い
る
の
で
す
。

　

前
回
お
伝
え
し
た
気
の
遠
く
な
る
よ
う

な
レ
プ
リ
カ
の
補
刻
は
、　

日
間
を
費
や

２０

し
て
終
了
。
２
月
中
旬
現
在
、
レ
プ
リ
カ

も
頭
部
と
胴
部
が
接
合
さ
れ
て
、
ア
ク
リ

ル
絵
の
具
に
よ
る
彩
色
作
業
が
進
行
中
で

す
（
写
真
３
）。
本
物
と
見
比
べ
な
が
ら
、

目
元
や
顎
に
残
っ
て
い
る
赤
い
ベ
ン
ガ
ラ

は
も
ち
ろ
ん
、
補
修
し
た
部
分
も
忠
実
に

再
現
し
て
い
き
ま
す
。

　

文
化
庁
で
は
、
毎
年
、
全
国
で
発
掘
さ

れ
た
貴
重
な
考
古
資
料
を
一
般
公
開
す
る

「
発
掘
さ
れ
た
日
本
列
島
」
展
を
主
催
し
、

東
京
都
立
江
戸
東
京
博
物
館
を
皮
切
り

に
、
国
内
各
地
の
博
物
館
を
巡
回
さ
せ
て

い
ま
す
。
こ
の
平
成　

年
度
「
列
島
展
」

２４

に
、�
い
ず
み�
を
含
む
泉
坂
下
遺
跡
の

遺
物
の
出
品
が
決
定
し
ま
し
た
。
す
で

に
、
考
古
学
の
弥
生
時
代
の
概
説
書
表
紙

に
も
採
用
さ
れ
て
い
る�
い
ず
み�
は
、

各
会
場
で
注
目
さ
れ
、
常
陸
大
宮
市
の
再

葬
墓
遺
跡
は
、
全
国
的
に
有
名
と
な
る
こ

〝
い
ず
み
〞

〝
い
ず
み
〞

人
面
付
土
器

〝
い
ず
み
〞

〝
い
ず
み
〞

〝
い
ず
み
〞
修復中！

最終回

�
�
�
�
��
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

写
真
提
供
・
取
材
協
力�
府
中
工
房　

堀
江
武
史
氏

と
で
し
ょ
う
。

　
�
い
ず
み�
の
全
国
行
脚
を
前
に
、
資

料
館
で
は
、
３
月　

日
よ
り
、
本
物
と
レ

２７

プ
リ
カ
を
並
べ
て
展
示
し
ま
す
。
修
復
等

の
工
程
を
パ
ネ
ル
展
示
す
る
ほ
か
、
府
中

工
房　

堀
江
武
史
さ
ん
の
ご
好
意
に
よ

り
、
レ
プ
リ
カ
作
成
に
使
用
し
た
型
も
展

示
し
ま
す
。

　

ど
ち
ら
が
本
物
か
、
投
票
も
実
施
。
さ

て
、
本
物
と
レ
プ
リ
カ
、
皆
さ
ん
は
見
分

け
が
つ
く
で
し
ょ
う
か
？

�
�
�
�
��
�
�
�
�

�
�
�
�
��
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

▲“いずみ”頭部・胴部接合完了▲“いずみ”頭部・胴部接合部補彩完了

���

▲レプリカ彩色状況

歴
史
民
俗
資
料
館　
�
　

－

１
４
５
０

５２

　解体・クリーニング　

　接合　

　補彩　

　レプリカ製作　

　充てん　

２月

作　業　工　程※
こ
の
修
復
事
業
に
は（
財
）朝
日
新
聞
文
化
財

団
よ
り
助
成
を
受
け
て
い
ま
す

��� ���



広報　常陸大宮　　　　平成２４年３月号１４

　

美
和
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
の
玄
関
に
置

か
れ
て
い
る
大
き
な
ワ
ニ
の
は
く
製
。
こ

れ
は
旧
美
和
村
高
部
出
身
の
大
森
浅
寿
氏

か
ら
贈
ら
れ
た
物
で
す
。
こ
の
ワ
ニ
の
由

来
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�

　

日
清
、
日
露
戦
争
の
勝
利
に
よ
り
近
代

化
を
推
し
進
め
る
日
本
は
、
一
方
で
財
政

基
盤
の
大
半
を
い
ま
だ
に
農
民
か
ら
徴
収

す
る
地
租
に
頼
っ
て
い
ま
し
た
。
農
村
へ

の
負
担
の
増
加
に
よ
り
都
市
へ
と
人
口
が

人
で
あ
る
と
い
う
理
由
で
地
区
か
ら
立
ち

退
き
を
迫
ら
れ
た
り
、
日
本
語
の
使
用
を

禁
じ
ら
れ
た
り
、
収
監
さ
れ
る
こ
と
も

あ
っ
た
よ
う
で
す
。
敗
戦
後
も
ブ
ラ
ジ
ル

移
民
た
ち
に
は
正
確
な
情
報
が
伝
え
ら
れ

ず
、
日
本
の
勝
利
が
伝
え
ら
れ
た
り
、
一

九
五
〇
年
代
ま
で
ブ
ラ
ジ
ル
の
日
本
人
学

校
で
は
戦
中
の
皇
国
教
育
に
基
づ
く
教
科

書
が
使
わ
れ
て
い
た
り
す
る
よ
う
な
状
況

で
し
た
。
当
初
は
ブ
ラ
ジ
ル
で
成
功
し
て

日
本
へ
帰
国
す
る
つ
も
り
だ
っ
た
ブ
ラ
ジ

ル
移
民
た
ち
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
に
住
む
こ
と

と
葛
藤
し
な
が
ら
も
徐
々
に
精
神
的
に
も

同
化
し
て
い
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


　

大
森
浅
寿
氏
は
、
明
治
三
十
一
年
（
一

八
九
八
） 
高  
部 
た
か 
ぶ 
東 
ひ
が
し 
河  
戸 
字 
梅  
ヶ  
草 
の
農
家

ご
う 
と 

う
め 
が 
く
さ

に
生
ま
れ
ま
し
た
。
大
森
氏
の
手
記
に
よ

れ
ば
、
昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）、
三
十

才
の
時
、
家
族
と
共
に
ブ
ラ
ジ
ル
に
移
住

し
、
コ
ー
ヒ
ー
農
園
を
始
め
た
こ
と
が
分

か
り
ま
す
。
ブ
ラ
ジ
ル
最
大
の
都
市
サ
ン

パ
ウ
ロ
市
内
の
サ
ン
ジ
ョ
ア
キ
ン
に
三
年

い
た
の
を
皮
切
り
に
、
不
作
や
流
行
病
な

ど
に
よ
っ
て
四
カ
所
の
耕
地
を
転
々
と
す

る
苦
難
の
日
々
を
過
ご
し
ま
し
た
。
昭
和

十
二
年
に
当
時
の
居
住
地
タ
ク
ア
リ
チ
ン

ガ
市
に
日
本
人
会
を
創
設
、
初
代
会
長
と

な
り
、
そ
の
頃
に
は
農
業
は
人
を
雇
っ
て

行
う
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
日
本
語

教
育
が
で
き
る
教
員
を
配
置
す
る
と
と
も

に
、
青
年
会
を
組
織
し
柔
剣
道
の
指
導
に

あ
た
り
、
自
ら
師
範
を
務
め
て
い
ま
す
。

の
ち
に
サ
ン
パ
ウ
ロ
市
内
に
大
森
商
会
と

い
う
自
動
車
整
備
工
場
を
開
業
し
、
成
功

�
�
�
�
�
�
�
	



流
出
し
、
人
口
過
密
と
な
っ
た
都
会
で
は

労
働
力
の
受
け
入
れ
が
追
い
つ
か
ず
、
失

業
者
が
増
加
し
て
い
ま
し
た
。

　

当
時
、
ブ
ラ
ジ
ル
で
は
コ
ー
ヒ
ー
栽
培

の
た
め
の
人
員
を
ア
フ
リ
カ
か
ら
の
人
身

売
買
に
よ
り
補
充
し
て
い
ま
し
た
が
、
一

八
八
八
年
に
奴
隷
の
売
買
が
禁
じ
ら
れ
た

た
め
労
働
力
が
不
足
し
て
い
ま
し
た
。
日

本
か
ら
の
移
民
は
そ
れ
を
埋
め
る
労
働
力

と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

海
外
へ
の
移
民
は
明
治
元
年
（
一
八
六

八
）
に
す
で
に
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
行
き

先
は
ハ
ワ
イ
で
し
た
。
し
か
し
、
雇
用
主

か
ら
の
移
民
へ
の
虐
待
が
報
じ
ら
れ
た
た

め
、
政
府
と
し
て
積
極
的
に
推
進
す
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
四
十
年
後
の
明
治
四
十
一
年

（
一
九
〇
八
）、
政
府
公
認
の
、
最
初
の
ブ

ラ
ジ
ル
移
民
七
百
九
十
一
人
が「 
笠  
戸 
丸
」

か
さ 
と

に
乗
り
込
み
神
戸
港
か
ら
出
港
し
ま
し

た
。
笠
戸
丸
は
、
そ
の
三
年
前
の
明
治
三

十
八
年
に
東
郷
平
八
郎
率
い
る
連
合
艦
隊

が
ロ
シ
ア
の
バ
ル
チ
ッ
ク
艦
隊
を
破
っ
た

日
本
海
海
戦
で
の
戦
利
品
と
し
て
得
た
船

で
、
も
と
は
病
院
船
で
し
た
。
外
務
省
移

民
局
が
中
心
と
な
っ
て
、コ
ー
ヒ
ー
を「
金

の
な
る
木
」
と
宣
伝
し
、
日
本
で
厳
し
い
生

活
を
強
い
ら
れ
た
人
々
を
勧
誘
し
ま
し
た
。

　

ブ
ラ
ジ
ル
へ
移
民
し
た
人
の
総
数
は
正

確
に
は
把
握
で
き
ま
せ
ん
が
、
そ
の
数
は

笠
戸
丸
以
来
、
十
三
万
人
と
も
十
八
万
人

と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

太
平
洋
戦
争
が
始
ま
る
と
、
連
合
国
側

の
立
場
を
と
る
ブ
ラ
ジ
ル
は
日
本
を
敵
国

と
み
な
し
、
移
民
た
ち
は
危
険
に
さ
ら
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
日
本

し
ま
す
。

　

ブ
ラ
ジ
ル
と
日
本
を
結
ぶ
長
年
の
活
動

が
認
め
ら
れ
、
昭
和
四
十
四
年
に
海
外
日

系
人
大
会
が
主
催
し
た
日
本
訪
問
団
の
一

員
に
選
ば
れ
、
大
森
さ
ん
は
移
住
以
来
初

め
て
日
本
に
帰
国
し
ま
し
た
。
四
十
一
年

ぶ
り
、
七
十
二
才
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

一
時
帰
国
の
際
、
大
森
さ
ん
は
ブ
ラ
ジ
ル

に
移
住
す
る
契
機
や
移
住
後
の
生
活
、
そ

し
て
日
本
へ
の
一
時
帰
国
の
こ
と
に
つ
い

て
手
記
を
残
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
に
は
、

懐
か
し
い
美
和
村
に
、
当
時
日
本
で
は
珍

し
か
っ
た
二
メ
ー
ト
ル
を
越
え
る
ワ
ニ
を

贈
っ
た
こ
と
、同
じ
物
を
県
庁
に
も
贈
り
、

喜
ば
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

※
大
森
正
行
さ
ん
、
川
西
正
則
さ
ん
（
聞

き
取
り
調
査
）、
か
み
ね
公
園
（
ワ
ニ

種
別
問
い
合
わ
せ
）
に
ご
協
力
い
た
だ

き
ま
し
た
。歴

史
民
俗
資
料
館
大
宮
館　

�
　

－

１
４
５
０

５２

▲ワニのはく 製 （メガネカイマンとみられる）
せい

▲中央が大森浅寿さん、左は長姉のハツさん、
右は末妹の川西きくさん
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　２月１５日、石岡市中央公民館で、｢消防防災｣をテーマに、県内２６
消防本部の代表者が意見を発表する｢第３５回全国消防職員意見発表
茨城県大会｣が開かれました。この意見発表会は、消防職員が日頃の業
務に対する問題等を考察し、これからの消防業務のあるべき姿や職務
においての提案や取り組みを発表する場として毎年開かれています。
　今年は、２６人が業務や体験を踏まえた意見を発表し、当市からは
西消防署の藤田 大  樹 副士長が、｢大震災を体験して｣と題して発表。

ひろ き

緊急消防援助隊員として福島県へ派遣された経験から、｢いつ発生するかわからない大
災害に備えるため日々訓練をし、もし発生した場合には、最善の活動ができるよう努
力したい｣と話し、努力賞を受賞しました。

　東日本大震災から１年の月日が過ぎました。震災前の生活に戻り、あの日の記憶がだんだん薄れ
てきてはいませんか。今日を契機にご家族で防災会議をしてみましょう。また発生するかもしれな
い大地震に、ご家族や地域での備えを再確認しましょう。
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・日常の被害予防対策上の役割と災害時の役割
の両方について決める。

・災害時の避難に支障のあるお年寄り、病人、
小さな子どもがいる場合は、誰が保護を担当
するかなども話し合う。
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・家具の配置換えによって家の中の安全なス
ペースを作れないか工夫する。

・家具の転倒や落下を防ぐ方法を考え、そのた
めの工夫などがあれば教え合う。

　玄関や廊下に家具は置かないようにしましょう。

��������	
�

・家の内外をチェックして危険場所を確認し合
う。

・危険な部分については、修理や補強の方法に
ついても話し合う。

��������	
���

・家族構成を考えながら必要な品がそろってい
るかチェックする。

・食料や水、乾電池等定期的に取り替える必要
がある物は誰が担当するかも話し合う。

・建物倒壊に備えて分散配置をする。（玄関、物
置、車内等）

　非常持ち出し品や備蓄品は、一度に持ち出さ
なくても構いません。状況に応じて、あとから
取り出すこともできます。また、賞味期限や季
節の変わり目もあるため、半年に一度は中身を
チェックできれば理想的です。
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・学校や職場など家族が離れている時の連絡方
法や避難場所を確認しておく。

・避難先や連絡先を紙に書き出したり書いた紙
をドアや壁にはったりする。

　家のブレーカーは必ず切りましょう。熱帯魚
のヒーターや電気ストーブから火が出た例もあ
ります。



V
o l . 1

青年海外協
力隊員

石塚幹子さ
んから

お便りが届
きました Hola! 

Hola! 
Hola! 

コスタリカ共和国の言語はスペイン語。Hola は｢こんにちは｣の意味です。
オ  ラ

オ  ラ

広報　常陸大宮　　　　平成２４年３月号１６

アメリカ

メキシコ

ブラジル

コスタリカ共和国

①下宿先の家族と火山観光
　
②国立劇場前の広場。地元の人や観
光客が集まりにぎやか

　
③コスタリカ料理の「Casado（カサ
ド）」という定食。お米と黒い豆は
定番で、その他に、肉やサラダな
どを選んで食べます

　

常
陸
大
宮
市
の
皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。

常
陸
大
宮
市
第
１
号
の
青
年
海
外
協
力
隊

員
と
し
て
平
成　

年
１
月
、
中
米
の
コ
ス

２４

タ
リ
カ
共
和
国
に
赴
任
し
た
、石
塚
で
す
。

第
１
回
は
青
年
海
外
協
力
隊
と
コ
ス
タ
リ

カ
に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

青
年
海
外
協
力
隊
は
、
独
立
行
政
法
人

国
際
協
力
機
構
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
が
実
施
す

る
事
業
の
一
つ
で
す
。
協
力
隊
員
は
開
発

途
上
国
に
原
則
２
年
間
派
遣
さ
れ
、
現
地

の
人
々
と
共
に
生
活
し
、
異
な
る
文
化
・

習
慣
に
溶
け
込
み
、
草
の
根
レ
ベ
ル
で
途

上
国
の
抱
え
る
課
題
の
解
決
を
目
指
し
て

活
動
し
ま
す
。
現
在
約
２
５
０
０
人
の
日

本
人
が
世
界
各
国
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

コ
ス
タ
リ
カ
で
は　

人
の
隊
員
が
、
生
態

１１

調
査
、
防
災
、
栄
養
、
教
育
、
ス
ポ
ー
ツ

等
の
分
野
で
活
動
中
で
す
。

　
「
コ
ス
タ
リ
カ
」
は
、
ス
ペ
イ
ン
語
で

「
豊
か
な
海
岸
」
を
意
味
し
ま
す
。
海
に

面
し
、
ま
た
山
に
囲
ま
れ
た
自
然
豊
か
な

国
で
す
。
首
都
サ
ン
ホ
セ
に
お
い
て
も
庭

先
や
道
路
脇
に
マ
ン
ゴ
ー
、
バ
ナ
ナ
、
コ

コ
ヤ
シ
な
ど
の
木
々
や
色
と
り
ど
り
の
花

が
咲
い
て
い
ま
す
。
南
北
ア
メ
リ
カ
大
陸

を
結
ぶ
地
域
に
位
置
し
、
日
本
と
の
時
差

は　

時
間
。
遠
い
国
に
い
る
事
を
実
感
し

１５
ま
す
。
面
積
は
約
５
万
１
千�
（
四
国
と

九
州
を
合
わ
せ
た
位
の
大
き
さ
）
と
小
さ

な
国
で
す
。
サ
ン
ホ
セ
な
ど
高
地
部
は
年

間　
 
℃ 
前
後
の
た
め
過
ご
し
や
す
い
気
候

２５
で
す
が
、
低
地
部
は
年
間
気
温
が
約　
 
℃
３０

 
の
熱
帯
気
候
で
す
。
季
節
は
乾
期
（　

〜
１２

４
月
）
と
雨
期
（
５
〜　

月
）
に
分
か
れ

１１

て
い
て
、
今
は
乾
期
の
た
め
雨
は
ほ
と
ん

ど
降
り
ま
せ
ん
。

　

主
要
産
業
は
農
業
（
コ
ー
ヒ
ー
、
バ
ナ

ナ
、
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
）
で
、
近
年
は
製
造

業
、
観
光
業
な
ど
が
成
長
し
て
い
ま
す
。

軍
隊
を
持
た
な
い
平
和
な
国
と
し
て
も
有

名
で
、
識
字
率
は
約　

％
と
中
米
の
中
で

９６

最
も
高
い
水
準
で
す
。
ま
た
日
本
と
同
じ

長
寿
国
で
あ
る
と
と
も
に
、
少
子
高
齢
化

に
も
直
面
し
て
い
ま
す
。

　

私
は
、
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
や
語
学

訓
練
の
た
め
首
都
に
１
カ
月
間
滞
在
し
ま

し
た
。
そ
の
間
、
目
に
し
た
衣
食
住
に
関

し
て
で
す
が
、
高
層
ビ
ル
は
ほ
と
ん
ど
あ

り
ま
せ
ん
。
住
居
は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

り
で
黄
色
、
桃
色
、
水
色
な
ど
色
と
り
ど

り
で
鮮
や
か
で
す
。
ま
た
、
防
犯
の
た
め

に
家
の
周
り
は
鉄
格
子
で
囲
ん
で
あ
り
、

日
本
と
の
違
い
を
感
じ
ま
す
。
食
事
は
、

米
と
豆
が
主
食
で
、
肉
、
魚
、
野
菜
、
果

物
と
何
で
も
あ
り
ま
す
。
米
は
粘
り
気
の

な
い
パ
サ
パ
サ
と
し
た
イ
ン
デ
ィ
カ
米

で
、
豆
は
小
豆
に
似
て
い
ま
す
。
毎
日
、

下
宿
先
の
家
族
が
美
味
し
い
ご
飯
を
作
っ

て
く
れ
ま
す
。
服
装
は
、
ジ
ー
ン
ズ
に
Ｔ

シ
ャ
ツ
姿
の
人
を
多
く
見
か
け
ま
す
。
全

体
的
に
人
々
の
体
形
は
、
ふ
く
よ
か
な
方

が
日
本
よ
り
も
多
い
よ
う
で
す
。
こ
ち
ら

で
ジ
ー
ン
ズ
を
買
っ
て
み
ま
し
た
が
、
伸

縮
性
に
富
ん
で
い
ま
し
た
。
食
に
は
気
を

付
け
て
、
野
菜
を
多
め
に
食
べ
よ
う
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

２
月
中
旬
よ
り
、
首
都
か
ら
地
方
の
ウ

パ
ラ
と
い
う
貧
困
地
域
に
移
り
本
格
的
に

活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
コ
ス
タ
リ
カ
か
ら
お
便
り

を
お
届
け
し
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

�

� �



Hola! 
Hola! 
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健  康
通  信
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大切な飼い犬を迷子にさせないために！
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▲迷子札を着けていれば迷子になっても安心
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茨城県常陸大宮市中富町3135－6
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U R L http://www.city.hitachiomiya.lg.jp/

マイナスカーボン・プリンティングシステムズ

1 0.77
（出典：林業白書）

高さ
22ｍ

直径
26cm

0021

24.75kgのCO2削減量とは
樹齢50年（高さ22ｍ・直径26cm）の杉の木約1.77本分が
1年間に吸収するCO２量に匹敵します。
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　２月２４日、上野駅に常陸大宮市の観光
PRに行って来ました。
　上野駅構内はたくさんの人が行き交
い、ひたまるの目の前で改札口をさっそ
うと通り抜けて行きます。
　そこで・・・改札口の通り抜けにチャ
レンジ！
　でも・・・大きいひたまるにはやっぱ
り無理でした。

　平成２３年１０月から１２月にかけて鷹巣地内で、
市道改良事業に伴う鷹巣戸内遺跡発掘調査が実
施されました。
　鷹巣戸内遺跡は、中坪と戸ノ内と呼ばれる地
区にまたがる遺跡で、今回は６９０㎡ が調査対象と
なりました。小規模な調査区ながらも平安時代
の竪穴住居跡や掘立柱建物跡が多数確認され、
また墨書土器や 緑 

りょく

 釉 陶器が出土するなど、地域
ゆう

の歴史を考える上で貴重な発見がありました。

▲願いかなわず (>_<)

みんなみたいに
かっこよく通り抜けて

みたいなぁ～

　平成２３年１２月から平成２４年２月にかけて三美
地内で、畑地帯総合整備事業に伴う赤岩遺跡発
掘調査が実施されました。
　三美地区に所在する赤岩遺跡の４，８１９㎡ が今
回の調査対象となり、古墳が１基発見されたほ
か、縄文、弥生、古墳、奈良、平安、室町時代
と様々な時代の遺構・遺物が確認されました。
　中でも古墳の新規発見は、三美地区のみなら
ず那珂川流域一帯の歴史の研究に大きな影響を
与える発見です。

▲１２月２６日現地説明会。地元住民４０人が参集 ▲２月１９日現地説明会。地元住民６０人が参集


